
H2O・CO2などの揮発性成分は，地殻やマントルを

構成する岩石の物理化学的性質を大きく変化させる。

そのため，これらの揮発性成分を主とする流体が，マ

グマ発生やマントル対流など地球内部で起こる様々な

現象に対してどのような役割を果たしているかについ

ては，古くから多くの研究がなされてきた。最近に

なって，地震発生過程に流体の存在が重要な役割を果

たし得ることが明らかとなり，火山活動や地震活動と

いった沈み込み帯の変動現象に流体が深く関与してい

るとする考え方が一般的となってきている。しかし，

流体が沈み込み帯のどこでどのように発生・分布し，

変動現象にどのように関与しているのか，などの具体

像については，それほど理解が進んでいるわけではな

い。これらの問いに答えるべく，2009年度より，文

部科学省科学研究費補助金新学術領域研究の研究課題

「地殻流体：その実態と沈み込み変動への役割」（略

称：地殻流体，代表：高橋栄一）がスタートしてい

る。このプロジェクトのもとで，地震・電磁気・高

圧・岩石・分析化学などの多くの分野の研究者が連携

し，様々な視点から，沈み込み帯における流体の役割
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の解明を目指した研究が進められている。

地球内部における流体の実態を解明することは，沈

み込み帯変動の理解にとって重要なだけでなく，地球

表層と内部が関与する全地球規模でのH2O・CO2・

CH4の循環過程を理解することにも繋がる。特に

CO2・CH4は，温室効果ガスとして気候に大きな影響

を与えるため，これらの分子の表層でのバジェットに

対して地球内部がどの程度の寄与をしているのかを知

ることは，表層環境変動の実態の理解や将来予測をす

る上で重要である。

このように，地球内部に存在する流体は，地球上で

起こる様々な変動現象に密接に関連する重要な要素で

ある。流体が関与する現象は，様々な時間・空間ス

ケールにわたる複雑な物理化学現象であるため，その

実態を理解するためには，地球科学の既存の分野を越

えた新たな学問領域としての流体研究を進めて行くこ

とが望まれる。そこで，地球内部流体に関する様々な

分野の最新の知見を，地球化学分野の研究者に広く

知ってもらうことを目的として，上述の「地殻流体」

プロジェクトのメンバーが中心となって企画したのが

本特集号である。ここには，日本地球化学会2011年

年会のセッション「Geofluids：地球内部流体とその

役割」での講演者を中心に寄稿を依頼し，投稿された

6編の論文が掲載されている。

加藤（2012）は，高密度地震観測で得られた高空

間分解能の地震波速度構造から，沈み込み帯の中の異

なるテクトニクス場に共通して，地震発生場の近傍に

流体の存在を示唆する地殻構造の異常があることを示

した。岡本ほか（2012）は，沈み込むスラブ内の地

震分布が，スラブ中で含水鉱物が分解する温度圧力と

密接に関連していることを，高圧実験と変成岩の解析

から明らかにした。これら二つの論文は，異なるアプ

ローチから，地震発生場所と流体が存在し得る場所と

が空間的に相関しているという同一の結論を導きだし

たという点で興味深い。石川・廣野（2012）は，地

震によって形成された断層岩の地球化学的解析をもと

にして，地震発生時に高温での流体岩石相互作用が断

層に沿って起こったことを示した。この研究は，地震

による断層すべり時に起こった流体関与プロセスを物

的証拠から読み解いたという点で画期的である。平賀

ほか（2012）は，地球内部での流体の存在場所であ

る鉱物の粒間に着目し，そのミクロスケールでの構造

と流体の存在形態との関係，岩石変形や微量元素分布

に与える影響を，実験および理論的考察をもとに論じ

ている。これらの考察は，地球物理観測や地球化学分

析と天然での流体分布とを結びつけるうえで不可欠な

ものである。山本・石橋（2012）は，沈み込み帯の

捕獲岩中に含まれる CO2流体の化学分析データをも

とに，マントルウェッジにおいて炭素が CO2として

存在すること，炭素の起源として沈み込んだ地殻物質

の寄与がある可能性を示した。この研究がさらに進展

すれば，沈み込み帯における炭素循環の実態の定量的

な解析が可能になることが期待できる。土岐ほか

（2012）は，沖縄本島付近に湧出する CH4主体の天

然ガスの化学分析から，この地域の天然ガスが，付加

体中にある海洋性起源の有機物の熱分解で形成された

ことを示した。この結果は，海底堆積物に含まれる有

機物が付加体として沈み込み帯に集積するというプロ

セスが，地球浅部の CH4バジェットに寄与している

可能性を示唆している。

本特集号の内容は，従来の「地球化学」とは縁が遠

かった分野の研究が多く含まれている。先述したよう

に，流体の研究には，既存の分野を越えた連携のもと

で，多角的な視点でアプローチすることが必要であ

る。本特集号が，従来の「地球化学」の枠を飛び越え

た流体研究発展の契機となることに少しでも貢献でき

ることを願っている。

なお，本特集号のタイトルである「地殻流体」とい

う用語は，英語の geofluidに相当する語であり，直

接的には地殻内部に存在するH2O・CO2・CH4を主体

とする流体を意味する。しかし，本特集号では，記述

を簡単にするため，地球内部に存在する流体を一括し

て「地殻流体」と表記してある。したがって，本特集

号における「地殻流体」には，沈み込むスラブやマン

トルウェッジに存在する流体も含めている。
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